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2009年4月10日［金］～5月10日［日］　
メイン期間  4月25日［土］～5月6日［水・祝］   オープニング公演：4月30日［木］
会場   京都芸術センター / びわ湖ホール/ 京都精華大学shin-bi

京都の
暑い夏
2009
第14回 京都国際ダンス
ワークショップフェスティバル

T h e  1 4 t h  K y o t o  I n t e r n a t i o n a l
D a n c e  Wo r k s h o p  F e s t i v a l

Hot Summer in Kyoto

Dance Per formance for the Process

TURNING POINT
─3つのプロジェクト
フェスティバル講師とワークショップ参加者、そして過去と未来のプロジェクトが交錯するオムニバス・
パフォーマンス公演。フェスティバルの“折り返し地点” に、豪華な3作品をお送りします。

［日時］ 4/30 ［木］ 19:00開演
［会場］ 京都芸術センター  フリースペース
［料金］ 前売 ¥1,500   当日 ¥2,000  ＊客席に限りがありますので、ご予約はお早めに。

［チケット］京都の暑い夏事務局   WEB予約   http://www.hotsummerkyoto.com
［お問合せ］京都の暑い夏事務局   090-9704-8648（制作）

Performance1
韓国のチョン・ヨンドゥが3週間京都に滞在し、ダンサー達と実験的なパフォーマンスを行います。この
パフォーマンスは、2010年に当フェスティバルの15周年記念作品として上演するひな形でもあります。
演出／振付 チョン・ヨンドゥ （韓）

出　　演 関西若手ダンサーを数名予定。お楽しみに。

Performance2
当フェスティバルのダンサー達から熱い支持を得ている、名物講師のイニャーキ・アズピラーガによる
「ハイパークラス」。その成果としてのプレゼンテーション・パフォーマンス。ハイボルテージでアグレッ
シプなコンタクト・パートナリングをお楽しみください。
演出／振付 イニャーキ・アズピラーガ（ベルギー）
出　　演 森井淳（ j.a.m. Dance Theatre ）他、D-4受講者

Performance3
今年新設するワークショップ「メディアとダンス」にも登場するLEDライティングシステムを駆使した、
dumb typeの藤本隆行のライティングシステムと、森裕子のソロダンスによる『lost』を上演します。
演出／振付 坂本公成（Monochrome Circus）

出　　演 森裕子（Monochrome Circus）

照　　明 藤本隆行（dumb type）

舞台監督 渡川知彦　　照明     井村奈美

プロフィール
KO MUROBUSHI 室
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伏 鴻
こう

     Japan / Tokyo   日本 /東京   A-1
舞踏における身体のエッジを模索する稀有な存在として、熱い注目を集めている。’69年土方巽に師事、 
’72年大駱駝艦の旗揚げに参加。’78年パリで『最後の楽園―彼方の門』を公演し、舞踏が世界の BUTOH
として認知されるきっかけとなる。’00年から『Edge』シリーズで欧・南米を中心に意欲的に活動。’03年
Ko&Edge Co.を立ち上げ『美貌の青空』を発表、新しい舞踏を切り拓く作品として多くの批評家から絶賛を
浴びる。 ’06年ヴェネチア・ビエンナーレにて『quick silver』を上演。IMPULSE TANZやアンジェ国立振
付センターなど指導者としても世界各地で活躍している。

KEITH THOMPSON　キース・トンプソン　USA / N.Y.　アメリカ合衆国 /ニューヨーク  A-2  F
恵まれた身体的資質に裏打ちされた伸びのあるダイナミックな動きが多くの人々を魅了する。骨格や筋肉の
構造に正確に、無理なく動くことで生まれる軽やかな動きの中に、ハッとするような驚きやウィットが込められ
ている。アメリカとヨーロッパ各地でダンスを学んだ後、リリーシング・テクニックの先駆者として有名なトリ
シャ・ブラウン・ダンス・カンパニーで10年間踊る。その間リハーサルディレクターも務め、現在TBDCでWS
を継続する他、アメリカ・ヨーロッパ各地で指導を行うなど優れたダンス講師である。’06年、自身のカンパニー
“dance Tactics”を設立。
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JUNG YOUNG-DOO　チョン・ヨンドゥ　 Korea / Seoul　韓国 /ソウル  B-2  C-1  F
西洋的で高度なダンスメソッドと明確なコンセプトを併せ持つと同時に、東洋的に抑制された繊細な動きが
彼の才能を裏付けている。Doo Dance Theater主宰。韓国新進気鋭の振付家である。韓国を拠点に世界
各地で活躍する。’04年にはリトル・アジア・ネットワークでアジア各地を巡回。韓国でも多くの賞に輝く他、「横
浜ダンスコレクション・ソロ＆デュオコンペティション」にて、「横浜文化財団大賞」ならびに「駐日フランス大使
館特別賞」を受賞、フランス国立トゥルーズ振付センターにて研修する。’08年「踊りにいくぜ！」（栗東、東京、
広島）など来日多数。

LISA NELSON　リサ・ネルソン　  USA　アメリカ合衆国   C-3  F 
スティーヴ・パクストン、ダニエル・レプコフらをはじめとするコンタクト・インプロヴィゼーションのパイオニア
のひとり。振付家、即興舞踊家、ヴィデオ作家でもあり、’70年代初期から、上演における感覚の役割や動きの
観察を探求し続ける。ヴィデオとダンスの活動を通して、自然発生的な作舞 /上演法である“Tuning Scores”
を展開し、Image Labパフォーマンス・アンサンブルでの活動を行う。’87年にニューヨークのベッシー賞、 
’02年にアルパート芸術賞を受賞。エマニュエル・ユインをはじめヨーロッパの多くの作家に影響を与えている。
30年間に渡り、ダンスと即興に関する国際的な定期刊行物 Contact Quarterlyの共同編集者として活動、
C.I.の発展に大きな貢献をしている。

ERIC LAMOUREUX　エリック・ラムルー　  France / Caen　フランス /カーン   C-2  F
カーン国立振付センター芸術監督。カンパニー・ファトゥミラムルーをエラ・ファトゥミと共同主宰する。
優れた身体能力に裏付けられた大胆なムーブメントと、高い音楽性に支えられたロマンティシズム、そし
て実験精神に基づいたオリジナリティーの高い振付 /美術で、’90年バニョレ振付家コンクールに『ユザ
イス』でデビューするや、アヴィニヨン演劇祭、リヨンビエンナーレなど一躍注目を浴び、国際的に
活躍している。’99年フランス政府派遣アーティストとして関西日仏交流会館に滞在。『芸術祭典・
京』（’99）「コーチング・プロジェクト」（’04 / 京都芸術センター）に作品提供するなど日本にも
縁が深い。現在、日、仏、コンゴ3カ国共同製作作品を企画中。オーディションのためにエラ・ファトゥミ
も来日する。

YUKO MORI　森裕子    Japan / Kyoto  日本 / 京都  D-1  D-2  F
ダンサー・振付家。’93～’ 98年までMATOMA France-Japonに参加しアヴィニョン演劇祭など数多く
の国際的舞台に立つ。現在はMonochrome Circus のメンバーとして国内・国外へのツアーに参加。各地
でコンタクト・インプロヴィゼーションや「身体への気づき」のワークシッョプを多数行う。踊ることの根源的
な「楽しさ」を伝えたいと願っている。

IÑAKI AZPILLAGA  イニャーキ・アズピラーガ  Bergium / Brussel  ベルギー/ブリュッセル    D-3  D-4  F
身体と身体が限界において対峙する際に生まれる測り知れないエネルギー。その未知のエネルギーを循環させそ
の渦に人を巻き込む彼のクラスで、動くことへの衝動を抑えることはできない。ベルギーを代表するカンパニー、ウル
ティマ・ベスの振付アシスタントをつとめる。ニード・カンパニーや IMPULS TANZなど多くのヨーロッパのカンパニー
にレッスンを提供している。パフォーマー、講師として数 の々経験に裏打ちされた魅力溢れるレッスンが好評。
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②チョン・ヨンドゥ（韓国）振付・演出作品
チョン・ヨンドゥとともに作品製作を行うダンサーの選出をチョン氏のワークショップ
（C-1）を通じて行います。製作した作品は、当フェスティバルの第15回記念委嘱作品と
して2010年にで上演します。
応募資格　C-1チョン・ヨンドゥ　通し受講者

京都芸術センター
http://www.kac.or.jp/
京都市中京区室町通蛸薬師下ル
山伏山町546-2

Tel  075-213-1000（代表） 

阪急「烏丸」駅または
地下鉄「四条」駅下車徒歩5分

京 都 精 華 大 学 shin-bi   　  
studio（COCON烏丸３F）
http://www.shin-bi.jp/
京都市下京区烏丸通四条下ル
水銀屋町620番地 COCON烏丸 3F

Tel  075-352-0844

阪急「烏丸」駅または地下鉄「四条」駅 下車徒歩3分

滋賀県立芸術劇場 びわ湖ホール
http://www.biwako-hall.or.jp/
滋賀県大津市打出浜15-1

Tel  077-523-7133

JR琵琶湖線（東海道線）「大津」駅より徒歩約20分、バス約7分
「膳所」駅より徒歩約15分
京阪電鉄「石場」駅より徒歩約3分（JR膳所駅乗り換え・JR石山駅乗り換え）

③国際共同作品「Just to Dance」
  ＝京都 ─ ブラザビル（コンゴ） ─ カーン（フランス）
フランスのカーン国立振付センターが企画する国際共同作品「Just to Dance」の日本
オーディションを開催します。その後のリハーサルやワークインプログレスも京都で開催し
ていく予定です。
応募資格　C-2エリック・ラムルー  通し受講者

①交換研修生制度 ＝京都─アンジェ （フランス）
アンジェ国立振付センター×暑い夏事務局が提携し、互いの地域から現地での研修者を
選出します。
応募資格　B-1 ヌノ・ビザロ  通し受講者でかつ、オーディション用セッションを受講できる方。
オーディション用セッション　5/1 ［金］11:00～13:00　会場：講堂

オーディション
今年は3つのオーディションを開催します。申込書をウェブサイトからダウンロードして必要
事項を明記の上、ご送付ください。詳細はウェブサイトをご覧ください。
［申込〆切＝対象クラスの開講1週間前］

［会場］
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TOMMI KITTI トンミ・キティ   Finland / Helsinki　フィンランド /ヘルシンキ  E-1  F
フィンランド現代ダンス界を代表する振付家。マッツ・エック率いるクルベリー・バレエ団、ヘルシンキシティ・
シアター・ダンスカンパニー、フィンランド国立バレエなどでダンサーとして活躍し、振付家としても40を越え
る作品を振付する。’00年バニョレ振付家コンクール受賞。同年 Tommi Kitti& Co.を設立し演出している。
振付家として、ダンサーとして世界各地に招かれ多くの観客を魅了している。
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NUNO BIZARRO  ヌノ・ ビザロ     France / Angers　フランス /アンジェ  B-1  F  G
アンジェ国立振付センター附属コンセルバトワール講師。リスボンにてコンテンポラリー・ダンス、即興を始め
る。’90年よりポルトガルの数名の振付家の作品に参加。近年はベルギー、ドイツ、フランスにてグザビエ・ル
ロワ、ボリス・シャルマッツ、メグ・ステュアート、マチルド・モニエなどの現在ヨーロッパで最も先鋭的な作家
の作品に出演し、エマニュエル・ユインとはいくつかのコラボレーション作品を創作している。フェルデン・
クライス・メソッドに精通し、パリで定期的にダンス指導に従事している。

KOSEI SAKAMOTO  坂本公成 （パジャマおじさん）  Japan / Kyoto  日本 /京都   G
ダンスカンパニーMonochrome Circus主宰。『掌編ダンス集』全7作品の国内／海外公演に力を入れている。
また、dumb typeの藤本隆行とのコラボレーション『Refined Colors』や『lost』、井上信太との『wash』など
異ジャンルとの共同作業もすすめる。’09年は別府現代芸術フェスティバル2009『混浴温泉世界』においてオ
リエンテーリング型ダンスパフォーマンス『ダンサーを探せ !!』を現地ダンサーと共同製作。平成13年度京都市
芸術文化特別奨励者。平成19年度京都市芸術新人賞受賞。近畿大学非常勤講師。「暑い夏」では『パジャマお
じさん』として登場。

j.a.m.Dance Theatre  ジェイ・エイ・エム・ダンス・シアター  Japan / Osaka  日本／大阪  G
’02年結成。関西を中心に、東京、横浜、韓国、ポルトガルなどで数 の々作品を発表。’05年度よりアイホール「Take 
a chance project」に選出され、新作公演の機会を与えられる。ここ数年は公演活動のみならずワークショップや
クラスの実施にも精力的に取り組んでいる。今、生きている自分の感覚を大切に、観客をはじめ、そこに関わるも
ののイマジネーションをかき立てる作品づくりを目指す。

TAKAYUKI FUJIMOTO  藤本隆行   Japan / Kyoto  日本／京都  E-1
ダムタイプの活動を軸とし，世界的に活躍する照明アーティスト。ダムタイプ作品『S/N』以降においては、主に
照明デザイン /オペレート、並びにテクニカル・マネージメントを担当。’04年、Monochrome Circusとのコ
ラボレーション作品『Refined Colors』を創作。国内、アジア、ヨーロッパ各地で再演を重ねる。フランス在住
の振付家、エア・ソラの「Drought and Rain Vol.2」では、照明家としてワールド・ツアーに参加。’07年、白井
剛などと『true』を創作。’09年には東京、ヨーロッパ・ツアーを予定している。

NAOTO IINA  飯名尚人  Japan / Tokyo  日本／東京  E-2
Dance and Media Japanディレクター。ダンスとデジタルテクノロジーの融合を目指し、「メディア・パフォーマ
ンス」のジャンルでワークショップ、レクチャー、パフォーマンスを行っている。ベルリン拠点のメディアパフォーマ
ンスユニット『ポストシアター』、オハッド・ナハリン（バットシェバ舞踊団芸術監督）のメソッド「ガガ」を日本で広
める『GAGA/JAPAN』のほか『マムシュカ東京』『国際ダンス映像祭』など多数の企画を手がける。『DANCE ×
MUSIC !』（主催：JCDN）では、映像作家として参加。東京造形大学、名古屋学芸大学非常勤講師。

dance+（ダンスプラス）

http://www.log-osaka.jp/から「dance+」クリック！
ダンスを楽しむ研究サークル。情報編集のほか、ドキュメント、ビデオ鑑賞会などをとおして、ダンスと地域、
ダンスと生活をつなぎます。 今春より新サイトを開設。
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ダンスメソッド   Dance Method

ダンサーとしての身体とは何でしょうか ? 何を獲得すればダンサーになれるのか?ここでは身体の
構造を理解するとともに、空間、時間、エネルギー、そして創造性へと飛翔していく諸要素を学びます。
一方で、ダンサーとして故障することなくより伸びやかに、さらに大胆に、そしてより自由に動けるよう
に身体の知恵を学びます。

A-1 室伏 鴻 （東京）   

 「舞踏」を通じて身体の可能性 /不可能性について考えます。「踊ること」をいったん自然の
懐にかえすところから、「舞踏」の身体を複数の出会いの場とします。自らの身体に潜在する
力を開き、鍛え、自由な創造と遊戯の過程から「舞踏」に出会います。参加者の年齢や経験
は問いません。ともに身体を動かしましょう。

［日時］ 4/17 ［金］ 18:30～21:30
 4/18［土］・19 ［日］ 11:00～13:00 、14:00～16:00   全5回
［会場］ 講堂
［料金］ ¥13,000/通し　¥3,000/1回

［定員］ 25名（通し優先）

A-2 キース・トンプソン（米）   

 トリシャ・ブラウン・ダンス・カンパニー （TBDC）で長年踊ったキースによるリリーシング・
テクニック・レッスン。身体構造の緻密な理解を促しながら、負荷なくかつダイナミックに
踊る、TBDCのテクニックを紹介します。

［日時］ 4/25 ［土］～4/30 ［木］  10:30～12:30   全6回 
［会場］ フリースペース
［料金］ ¥15,000/通し　¥3,000 /1回

［定員］ 25名（通し優先）

ボディーワーク／ベーシック  Body Work /  Basic 

身体への気づき、構造の理解を通して自身の身体と意識をつなげていくとともに身体構造と動きの関
わりへの理解を深めていきます。

B-1 ヌノ・ ビザロ （仏）  　　   　  オーディション① 対象クラス

 やさしく、ゆっくりと身体の知覚を覚醒させるためのモーニング・レッスンです。「動く瞑想
法」とも言われるフェルデンクライスなどのメソッドを使い、神経回路のチューニング、身体
機能の統合、動きを通しての気づきを促します。後半にはインプロヴィゼーションを展開し、
クリエイティブなムーブメントを探求します。

［日時］ 4/26［日］～5/4［月・祝］  10:30～12:30　全8回　*5/1［金］は休み

［会場］ 講堂
［料金］ ¥18,000/通し　¥3,000/1回

［定員］ 25名（通し優先）

B-2 チョン・ヨンドゥ （韓）

 呼吸と重さそしてフロアへの認識を深め、より効果的にエネルギーの流れをとらえ、動きを
自由に、独創的にさせるためのトレーニング。振付家として世界各地で高い評価を受けてい
る彼の、東洋と西洋の要素を併せ持つ希有なクオリティーとは何か?

［日時］ 5/2［土］～5/5［火・祝］　10:30～12:30　全4回
［会場］ フリースペース
［料金］ ¥10,000/通し　¥3,000 /1回

［定員］ 25名（通し優先）

クリエイション  Creation 
国際的に活躍しているコレオグラファーが、固有のボキャブラリー及び、創作のキーとなる考え /プロ
セスを参加者と共に探求します。参加者も自身の創造力を発揮しながら、与えられるテーマに沿って
作品創作の過程を体験します。最終日のショーイングは一般公開されます、どうぞお楽しみに。

C-1 チョン・ヨンドゥ（韓）　　オーディション② 対象クラス

   西洋のコンテンポラリーダンスの幅広いテクニックと東洋的な身体をあわせ持つ彼
独自のワークショップです。「知覚の方向性」「時間の構成」「呼吸と動きの関係性」
などに焦点をあてていきます。クリエイションの一部は、2010年当フェスティバル
での上演作品にもつなげます。

［日時］ 4/25 ［土］～5/5 ［火・祝］  13:30～15:30   *4/30 ［木］、5/1 ［金］は休み

 ＊5/6 ［水・祝］14:00～ ショーイング
［会場］ フリースペース
［料金］ ¥20,000/通し   ¥3,000 /1回

［定員］ 25名（通し優先）

C-2 エリック・ラムルー（仏） 　オーディション③ 対象クラス

 身体が衝動的に、直感的に反応していく瞬間、エネルギーが混じり合い、交換され、豊かに
なるいくつもの分岐点を経験します。他者と次々に交差するなかで、その状態、関係性、変
化を身体でとらえつつ、個人固有の身体が次の歩みへと向っていき、ダンスが生まれていく
過程を探っていきます。

［日時］ 4/25 ［土］～5/5 ［火・祝］  19:00～21:30    *4/30 ［木］・5/1 ［金］は休み

 ＊5/6［水・祝］19:00～ ショーイング
［会場］ 講堂   ※25日のみフリースペース

［料金］ ¥25,000/通し　¥3,500/1回

［定員］ 25名（通し優先）

C-3 リサ・ネルソン（米）  　

	 “Touch, Contact, Bones” Steve Paxton + Lisa Nelson Dance Project    主催：DANCE DOCUMENTS JAPAN COMMITTEE

  「チューニング・スコア」 ─ 作舞、コミュニケーション、イメージ感覚についての実験室。
 イマジネーションの身体的な基盤に焦点をあて、自身の空間や時間、アクションや欲求に

気づき、自然発生的に生じるコンポジションと出会うクラス。ダンスを見る時、人はそこに
何を見るのか、その根本に迫ります。

［日時］ 4/29 ［水・祝］～5/6 ［水・祝］  16:00～18:30   *5/1 ［金］は休み  全7回
 ＊5/6 ［水・祝］ は公開ワークショップ
［会場］ 講堂
［料金］ ¥20,000/通し　¥3,500/1回

［定員］ 25名（通し優先）

コンタクト／パートナリング   Contact /  Par tnering

今や「コンタクト」はコンテンポラリ-・ダンサーにとって身につけておきたいターム。またコミュニティー・
アートやカウンセリングなど社会の諸ジャンルに大きな影響を与えています。コンタクト /パートナリング
は、自身の身体と他者の身体の「リアリティー」と「創造力」が出会う場です。他者の身体を「聴く」力を
養うと同時にオリジナリティある他者とのコミュニケーションを構築していきます。
　

D-1 森裕子 （京都）

 コンタクト基礎講座。
 様々な個性を持った「他者の身体」を聴き、身体が生み出すムーブメントを通じて理解を深め

ていくことを重視します。ここではいわゆるダンステクニックは必要ありません。「他者」とふれ
る中で、身体のセンセーション、相互の身体をリスペクトすること、そしていかにコミュニケー
ションをとっていくかということに焦点をあてていきます。五感、六感総動員でトライ !! 

  （ダンス未経験者も参加できます。）

［日時］ 4/10 ［金］ 18:30～21:30
 4/11 ［土］・12 ［日］   11:00～13:00、14:00～16:00   全5回　　　
［会場］ びわ湖ホール  リハーサル室および中ホール舞台上
［料金］ ¥13,000/通し　¥3,000/1回

［定員］ 25名（通し優先）

D-2 コンタクト・ジャムセッション「びわ湖ジャム」
  誰でも自由に参加できるコンタクトの即興ジャム・セッション ! 簡単なナヴィゲーションを

最初にしてからはじめます。中ホール舞台上だけでなく、びわ湖畔まで飛び出すかも ?

［日時］ 4/12 ［日］16:30～18:30
［会場］ びわ湖ホール   中ホール舞台上ほか
［料金］ ¥1,000円 （D-1受講者は500円）

［定員］ 25名

D-3 イニャーキ・アズピラーガ① （ベルギー）    □コンタクト経験者 & D-1受講者対象

  ベルギーダンス界の寵児ヴィム・バンデュケイヴュス率いるカンパニー 「ウルティマ・ヴェ
ス」。そのカンパニー独自のパートナリングを学びます。テクニックよりも動きそのものを重
視し、パフォーマンスにおける意図、インパクト、他者とのコミュニケーション、音や空間との
関わり、「表現」としての動き、演技、想像と感情、これらのキ-ワ-ドを通して「ウルティマ・
ヴェス」特有のハイヴォルテ-ジなエネルギーに触れることになるでしょう。重要なことはそ
れぞれの「限界点 / Edge」を超えることです。  ※要スニーカー持参

［日時］ 4/26 ［日］～4/30 ［木］ 13:30～15:30   全5回
［会場］ 講堂
［料金］ ¥13,000/通し　¥3,000/1回

［定員］ 25名（通し優先）

D-4 イニャーキ・アズピラーガ② （ベルギー）  □ハイパークラス  コンタクト上級者向け

 イニャーキの世界に深入りしたい !という受講生からの声にお応えして新設するハイパー
クラス !ハイヴォルテージなワークに加え、受講者との共同製作による作品づくりも行い、
4/30に上演します。D-3クラスとセットで受講することがおすすめです。 ※要スニーカー持参 

	

［日時］ 4/25 ［土］～4/29 ［水・祝］ 16:00～18:00　全5回
 【発表公演】4/30 ［木］ 19:00
［会場］ フリースペース
［料金］ ¥10,000円 / 通し　D-3とのセット ￥20,000　※単発受講不可
［定員］ 25名（通し優先）

 メディアとダンス   Media & Dance  ※グループ参加可

LED照明や映像といったメディアテクノロジーは、近年になってますます身近な表現媒体となりました。
身体とメディアとの関わりやその表現方法について、ダンサー、演出家、舞台美術家など、それぞれの
視点から取組めるワークショップを開催します。いずれも数日間のショートプログラム。短期間でぎゅっ
と基礎を知りたい方に。

E-1 トンミ・キティ （フィンランド）× 藤本隆行（京都）

 参加者自身の振付と選択した音に、専用のソフトウェアを使って LEDによる照明デザイン
を行い、短いパフォーマンスの創作をします。光と音と動きの関係を総合的に実験できる貴
重な機会です。グループ（4名まで）での参加もおすすめです。

［日時］ 5/2 ［土］～5/5 ［火・祝］  12:00～15:00   全4回  
 ＊5/6 ［水・祝］15:00～ ショーイング    
［会場］ 京都精華大学 shin-bi studio（COCON烏丸３F）

［料金］ ¥12,000/1組　*通しのみ

［定員］ 10組 （個人での参加も可）

［持ち物］ノートパソコン windows2000/XP  ※VISTA 不可 （XP 搭載 MAC_BootCamp可）

 タマ･テック・ラボWEBサイト（http://www.tamatech.co.jp/download/dl_exe.php#WIN）より、アプリケーション

「ColorWave」（Win XP、2000のみ対応）を事前にPC にインストールしてきてください。

E-2 飯名尚人 （東京）

 ダンスを作りながら、ダンス以外のメディアも制作していくワークショップ。映像、サウンド、
照明など、舞台芸術に必要な要素を取り入れて作品作りを行い、最終日にはグループごと
にショーイングを行います。ダンスと映像のコラボレーションを中心に行うので、特別難し
い技術は使いません。簡単なプログラムやカメラワーク、演出方法などを紹介します。グルー
プ（4名まで）での参加もおすすめです。

［日時］ 5/8 ［金］ 19:00～21:00
 5/9［土］・10［日］11:00～18:00　※休憩含む

 ＊5/10［日］17:00～ ショーイング
［会場］ ミーティングルーム2
［料金］ ¥15,000/1組（通し）　5/8 ［金］のみ単発受講可＝¥3,000/1組

［定員］ 10組 （個人での参加も可）

［持ち物］ ノートパソコン（MAC/WINどちらでも）、ビデオカメラ（PCと接続するケーブルなどの付属品も）、お好きな音楽CD
 ※ PC、ビデオカメラをお持ちでない方はご相談ください。

ビギナークラス  Beginner Class 
コンテンポラリー・ダンスって何? どんなことするの?そんな疑問に応える、毎年大好評の通称「サラダ・
ボール・プログラム」。ダンスに興味ある方へのイントロダクション・レッスンです。世界で活躍する「暑
い夏」人気講師による様 な々スタイル、考え方のダンスに触れることができるプログラム。ワークショッ
プ終了後には講師との交流の場「アフタートーク」。そして、講師とスタッフ＆有志による「懇親会」へと
流れ込みます。身体的にも知的にも刺激的な〈場〉です。

［講師］ 4/26 ［日］ 森裕子（京都）
 4/27 ［月］ イニャーキ・アズピラーガ（ベルギー）
 4/28 ［火］ キース・トンプソン1 （米）  

 4/29 ［水・祝］ キース・トンプソン2 （米）

 5/1    ［金］ エリック・ラムルー （仏）

 5/2    ［土］ ヌノ・ビザロ（仏）
 5/3    ［日］ トンミ・キティ （フィンランド）

 5/4    ［月・祝］ リサ・ネルソン（米）
 5/5    ［火・祝］ チョン・ヨンドゥ （韓）

［日時］ 4/26 ［日］～5/5 ［火・祝］ 18:30～20:30   *4/30 ［木］は休み   全9回 
［会場］ フリースペース
［料金］ ¥20,000/通し　¥12,000 /5回　¥3,000 /1回

［定員］ 25名

アフタートーク   無料／申込不要

「暑い夏」各講師を囲んで、個性的なナヴィゲーターと共に交流会を行います。身体 /ムーブメント
/踊り /創作について、そしてダンサー /振付家 /アーティストとしての生き方について様々な「暑い」
議論が交わされていくでしょう。ビギナーの方必聴。その他の方も超オススメの機会です。ビギナー
クラス受講者以外も参加可能です。

［日時］ ビギナークラス終了後  20:45～21:30  *4/29 ［水・祝］ ・ 4/30 ［木］は休み　

［会場］ フリースペース
［ナビゲーター］ dance+  &亀田恵子［ATL］
　Body Wisdom   ─身体の叡智

国内では先駆的かつ最大
のコンテンポラリーダン

スのワークショプフェステ
ィバル、通称「暑い夏」。

フランス、ベルギー、フィ
ンランド、韓国、アメリカ

から世界の先端

で活躍する振付家／ダン
サーを招いて開催します

。身体、創造、思想を鍛え
るための多角的な視点を

もったプロフェッショナル
・ダンスプログラムをはじ

め、一般の方

やこども達を対象にした
ライフ・ダンス（生活や

人生の中にあるダンス）
プログラムまで多彩に展

開します。今年のテーマ
は『Body Wisdom』。歴史的な拡がり、

地理的、文化的な拡がり
を見直す中から、身体の

叡智を見直していくこと
で、時代をサバイバルす

る身体を探っていきたい
と思います。このフェステ

ィバルを通して、

ダンスが芸術表現として
成長していくこと、人や機

会がつながり、有機的に
広がっていくことを提案

します。

ショーイング＋公開ワークショップ  無料／申込不要

各クラスで創作した作品を公開するミニ・パフォーマンスを行います。
どなたでも自由にご覧いただけます。

■5/6［水・祝］ 14:00～ ［ショーイング］C-1チョン・ヨンドゥ   会場：フリースペース
  15:00～ ［ショーイング］E-1トンミ×藤本   会場：shin-bi studio

  16:00～ ［公開ワークショップ］C-3リサ・ネルソン   会場：講堂

  19:00～ ［ショーイング］C-2 エリック・ラムルー   会場：講堂

■5/10［日］ 17:00～ ［ショーイング］E-2 飯名尚人   会場：ミーティングルーム2

そのほかのワークショップも随時公開しています。
講師、時間等によって異なります。詳しくはスタッフにお尋ねください。

プ ロ グ ラ ム 　「フリースペース」「講堂」「ミーティングルーム」はすべて京都芸術センター内です。     　　初心者マーク  ダンス初心者の方も受講いただけます。

P h o t o  &  D e s i g n  :  S h i m i z u  To s h i h i r o

こどもとおとな   Kids & Adults

子どもと大人で楽しめるダンスクラスです。フェスティバルの名物男（?）「パジャマおじさ

ん」がダンサーのおともだちを紹介していく4日間。からだをつかって自分のからだや人の

からだを知ったり、表現することをこどもも大人も一緒にする中で、こどもたちの豊かな

表現や、年齢を超えたコミュニケーションの難しさも楽しさも知る場にしたいと思います。

［講師］ 5/2 ［土］ 坂本公成①（京都） 
 5/3 ［日］ ヌノ・ビザロ（仏）
 5/4 ［月・祝］ j.a.m Dance Theatre （大阪）
 5/5 ［火・祝］ 坂本公成② （京都）
［日時］ 5/2 ［土］～5/5 ［火・祝］ ①13:30～14:20  ②14:30～15:20  全8回（①②と内容は異なります）
［会場］ 講堂
［料金］ こども ¥3,500/ 通し　¥1,000/1日（2回）　¥500/1回
 おとな ¥10,000/ 通し　¥3,000/1日（2回）　¥1,800/1回
［定員］ こども 10名　おとな 10名
［対象］ こども 5歳～小学生 　おとな 18歳以上 （親子でもそうでなくても可）

☆ ドキュメント・ボランティア募集  ［協力：dance+］

記録を通じてフェスティバルをより広く伝えたり、企画をフィードバックさせる方法を探るスタッフを
募集しています。アートマネジメントを志す方やダンスの執筆に興味のある方、講師についてもっと
知りたい方など、多角的に企画をみつめる方を募集しています。3月末に説明会を予定しています。
暑い夏ホームページからアーカイブがリンクされています。ぜひご覧ください。

［主な活動］ 講師・受講者への取材やインタビュー／ワークショップのレポート／写真・映像記録／編集

［お問合せ・お申込み］ 事務局へ faxもしくはmailでお申込ください。折り返し担当者からご連絡い
たします。

☆京都の暑い夏ホームページ    宿泊、レンタサイクル情報… 最新情報を随時更新！

　http://www.hotsummerkyoto.com 
主催	 京都の暑い夏事務局

共催	 京都芸術センター　　　財団法人びわ湖ホール　　 京都精華大学shin-bi  　　関西日仏学館

	 関西日仏交流会館ヴィラ九条山　　　　　　　   DANCE DOCUMENTS JAPAN COMMITTEE

助成	 平成21年度文化庁芸術団体人材育成支援事業 （申請中）

提携	 アンジェ国立振付センター　　　　　　　カーン国立振付センター　

後援	 京都舞台芸術協会　   京都市教育委員会　　京都新聞社

協力	 NPO法人芸術家のくすり箱　　　　　　　　　     江崎グリコ株式会社　　　dance+ 　　

	 Dance and Media Japan　　　　　　　有限会社タマ・テック・ラボ　  アトリエ劇研　  

	 東京国際ダンスワークショップフェスティバル　ƃUnderline　　茶水

機材提供   カラーキネティクス・ジャパン株式会社　　KyotoDU　

みやこ子ども土曜塾  登録事業

☆シンポジウム「Ability & Disability」　   無料／申込不要

公演直前のケガや病気、リハーサル中の事故。ダンサーや舞台に関わる者に避けられないこと。
こういったリスクに対して、日頃から知識や対応策を考えておくために、多くの人と話す場を設け、
知を共有していこうという試みです。

［日　　時］ 5/1［金］16:00～18:00 
［場　　所］ 京都芸術センター 大広間
［パネラー］ 小曽根史代（NPO法人芸術家のくすり箱 事務局長／東京）

  トンミ・キティ （振付家・ダンサー／フィンランド）

  桑原弘樹（江崎グリコ株式会社 Team POWER PRODUCTION プロダクトマネジャー／大阪）  ほか
［進　　行］ 坂本公成（Monochrome Circus /京都の暑い夏プログラムディレクター）

☆ヴィデオ・サロン ～ホリデー編  無料／申込不要

休日のランチタイムに楽しむ選りすぐりの映像鑑賞会。今年は「見ることを編集する／
見ることは編集すること」をテーマにお届けします。お昼ごはんを持ち込むもよし、
畳に寝転んでみるもよし。期間中には contact Gonzoをゲストに招いた「Gonzo監
修デー」を設け、上映とトークを行います。

［日時］4/26 ［日］ ・4/29 ［水・祝］・5/3 ［日］～5/5 ［火・祝］  12:30～13:30   
  ＊4/26 ［日］ 16：00 ～18：00  スペシャル編 「contact Gonzoベストセレクション」

［会場］ 京都芸術センター 大広間
［企画］ dance+

［料金］ 無料

お申込・お問合 京都の暑い夏事務局
  〒606-8181  京都市左京区一乗寺地蔵本町7-2
  Tel / Fax 075-722-2878　
  メール  info@hotsummerkyoto.com
  ウェブサイト  http://www.hotsummerkyoto.com

お 振 込 先 郵便振込　記号14450　番号29947171　京都の暑い夏事務局

申込方法   3/3受付スタート

　① ─WEB申込の場合
 専用フォームをご利用ください。http://www.hotsummerkyoto.com
 *うまく送信できない場合は、メールにてお問合せください。

 ─ファックス、郵送の場合
 申込用紙の受講希望講座を○で囲み、必要事項をご記入の上お送りください。

 ＊受付時のミスを避けるため、お電話でのお申込はご遠慮ください。

　② 受付次第、確認の連絡をいたします。事務局から連絡後、下記の振込先に受講料をお
振込下さい。振込確認ができた段階で登録完了となります。開講1週間前を過ぎたキャ
ンセルは返金いたしません。

 ＊定員になり次第締め切らせて頂きますのでお申し込みはお早めに。

☆明倫ボディーサロン
長いフェスティバルに、からだのケア、トラブルはつきもの。
フェスティバル期間中のボディ・ケアコーナーを設けます。

［日時］ 4/26［日］～5/6［水・祝］   4/30 ［木］のぞく  時間は施術者によって異なります。
［会場］ 京都芸術センター 大広間     ［内容］ 鍼灸、リラクゼーション等
［時間］ 20～60分                    ［料金］ ¥2,000～ ¥4,000 程度


